
機密性２情報

発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 ５８歳男性 職種

改善策

・当日の作業に対する指示が不足していた。
・散水車の使用方法について、安全措置を怠っていた。
・散水車の取水場所の確認を怠っていた。（坂路途中で吸水作業を実施した。）

・下請への作業指示を徹底するため、工事安全日誌の改善、ＫＹ活動表の追加、下請の人員配置表の追加、一人
ＫＹの記載方法および安全巡視方法の改善を図る。
・吸水作業時は、散水車のエンジン停止（サイドブレーキを引く、ギヤを入れる）、歯止めの設置および合図確認な
ど、安全措置を確実に実施する。
・事前に下請の現場責任者と取水場所の選定を行い、監督職員と協議のうえ実施する。（坂路での作業禁止）
・散水車の水の供給は、生コンプラントにて行う。

・吸水作業時は、散水車のエンジン停止（サイドブレーキを引く、ギヤを入れる）、歯止めの設置および合図確認
  など、安全措置を確実に実施する。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故状況図

他工事からの残土受入において車両出入口周辺の道路清掃のため、散水車による散水を実施しようと、午後２時
頃、散水車に水を汲むため、近くの川の坂路からバックで降りて吸水を行い、吸水完了後、ホースを引き揚げる
為、車を一旦前進させ、エンジンはかけたままサイドブレーキを引いた状態で車から降りて吸水ホースの引揚げ作
業を行っていたところ、散水車がゆっくり下がりだし川に横転した。
運転手は車から降りていて怪我等はなかった。

事故種類

被災者なし被災程度（全治）

事故区分

公衆災害

工事車両の河川転落 普通作業員

平成28年4月7日 14時10分

【青色：散水車及び作業員2名が吸水作業を行った位置】
【赤色：吸水管の収納作業を行った位置】

吸水時はサイドブレーキを引き、歯止めを設置した後、ギアを1速に入れ、エンジンを切って停車し吸水を完了させた。
補助作業員1名が吸水管の収納作業を行っていたが、吸水管の中の水の重みで吸水管の引上げ作業が困難であった為、運転手に吸水管

収納作業を手伝うよう依頼した。青色の位置では散水車後方で作業員2名が作業するスペースがない為、散水車を3ｍ程度前進させ、作業員
2名分の作業スペースを確保した。その際、運転手はサイドブレーキを掛けたが、歯止めを設置するのを忘れ補助作業員と一緒に吸水管収納
作業を行っていた。
その後、散水車がゆっくりと後退し始めたので、危険を感じた2人はブロック積側へ避難したが、散水車はそのまま後方に下り、スロープから脱
輪をして川の中に横転した。

工事安全日誌の改善

元請からの指示事項

作業間の連絡調整等

の記入欄を追加。

KY活動表の追加

リスクアセスメント様式の

KY活動表を使用し、朝礼時

昼礼時、作業変更時にKY

活動を実施する。

一人KYの記載方法

作業内容欄に詳細

な役割を記載する。

下請の人員配置表の追加

前日に一人KYの為の配置

を指示する。

安全巡視方法の改善

安全巡視日誌に工事車両

の欄を増やし、歯止め設置

項目を入れ、安全巡視時に

下請の現場責任者を同行

させる。

※各種様式の追加と改善



機密性２情報

発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 － 職種

事故種類

４ｔユニック車横転による物損事故被災程度（全治）

事故区分

公衆災害

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

事故原因等

○運転席ドアに「スロープに設置しない」を掲げたユニック使用
　 ルールを貼り付け注意喚起させる。

　　　　　　○作業計画・指示書に追加変更が生じた時は、作業計画･指示書に赤
　　　　　　　 字にて変更内容を記載する。

事故概要

建設機械

平成28年4月12日10 時45分

４ｔユニックにて、小型バックホウ（0.2m3）を現場付近へ搬入した。荷卸しのため、サイドブレーキを引き、車輪止め（後
輪右岸のみに２個並列）を設置してアウトリガーを下げ荷卸しを行った。アウトリガーを収納した後、４ｔユニックが無人
のまま前方に動き出し民地側に転倒した。

事故状況図

○勾配のある道路でユニック車の設置作業を行った。
○勾配のある道路のユニック車設置において、後方タイヤ片側の車止めによる固定が不十分だった。
○作業計画・指示書の作業場所に重機車両配置の記載がなく、元請・下請との指示受け渡しが行われていない。
○作業配置を変更したにも関わらず、現場代理人等に連絡がなかった。

○平坦な場所で車両を停車させての作業を徹底する。
　・機械の車両日常点検表も点検項目に「車両設置位置は平坦な場所であるか」を追加する。
　・注意喚起として、運転席ドアに「スロープに設置しない」を掲げたユニックルールを貼り付け入場する。
　・作業手順書にアウトリガーを使用してのユニック設置作業について作業手順書に追加する。
○作業計画書に重機車両配置を記載し元請、下請とが指示受け渡しを書面にて行う。また指示書に記載のない、
　 追加変更作業が生じたときには、赤字で変更内容を記載する。

・平坦な場所で車両を停車させての作業を徹底する。（特にアウトリガーが使用が必要な作業は行わない）
・平坦な場所での作業が不可能な場合は、元請け現場責任者に確認の上、安全確保を考慮し作業手順書を
　作成もしくは変更し遵守させる。

運転手

改善策等

改 善 策
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発生日時 事故当事者 １次下請

年齢性別 34歳　男性 職種

改善策

　被災者は、電線共同溝の特殊部埋設設置作業において地震による工事終了作業中、交通規制解除に向けて
現地後片付けとして、重機仮置場にバックホウが移動している中、一般車を移動しつつ誘導した後、バックホウ
の後方に戻った時にバックホウ後部に接近し過ぎたため、方向転換したバックホウに左足を踏まれた。病院に
搬送し診察を受けた結果、左リスフラン関節脱臼骨折［ひだり りすふらん かんせつだっきゅうこっせつ］、手術後
推定される入院期間「１０週間」と判明したものである。　第三者被害はなし。

事故状況図

１）交通誘導警備員の重機への不要接近。（交通誘導警備員の不注意）
２）作業終了後の仮置場までの重機移動に関する手順書が無い。（作業手順の不徹底）

１）に対する対策
　●重機後方・左右側方に「死角に入るな！」の接近注意シールを大きくしたものを ５枚貼る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設機械と人の接触事故防止）
２）に対する対策
　●交通誘導警備員の安全教育を再徹底するとともに、移動重機の前後に交通誘導警備員２名、
　　重機の誘導者１名、作業の安全監視員（日誌により７項目をチェック）１名の計４名を配置する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重機移動手順書作成）

・交通誘導員への安全教育の徹底（重機の死角への進入禁止）
・重機移動時の誘導者の配置

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

左リスフラン関節脱臼骨折［ひだりりすふらんかんせつだっきゅうこっせつ］　（手術後推定される入院期間１０週間）被災程度（全治）

事故区分

労働災害

建設機械 交通誘導警備員

平成28年4月16日　2時50分

平面図

②で重機移動中、一般車が来たので重機を避けるように

③に移動し対向車無しを確認し誘導を行った。

【作業状況】
●作業を終えたバックホウを、資機材（重機）仮置場へ移動していた。
●交通誘導警備員は、①から④の動きで一般車の誘導を行った。

■改善対策Ⅰ

●バックホウの後部と左右側部に「死角に入るな！」の接近注意

シールを大きくしたものを ５枚 貼る。

資機材

仮置場
③重機誘導者

（重機の誘導）

②交通誘導警備員（対向「一般車」誘導）

①交通誘導警備員（後続「一般車」誘導）

交通誘導警備員（一般車誘導）
交通誘導警備員（一般車誘導）

■安全管理日誌点検＜７項目＞

1.道路使用許可書と現場の整合性

2.作業手順書と現場の整合性

3.重機と交通誘導警備員及び作業員との距離の確認

4.交通誘導警備員の誘導方法、立ち位置の確認

5.交通誘導警備員及び作業員の服装の確認

6.現場内の整理整頓の確認

7.その他

離隔確保

５ｍ以上

離隔確保

５ｍ以上

④安全監視員

（作業の安全監視、安全管理日誌点

出
入

口

停止位置

③

②

③④

③で一般車の誘導を行い通過を確認した後、バックホウの後方

④に戻った時にバックホウ後部に近づき過ぎたため、方向転換

したバックホウに左足を踏まれた。

■改善対策Ⅱ

●移動重機の前後に人員を ４ 人配置する。各々の役割分担は次のとおり。

①②交通誘導警備員 ２名：一般車の誘導、③重機誘導者 １名：重機の誘導、

④安全監視員 １名：作業の監視と安全管理日誌（７項目チェック）点検

●上記の作業班による、作業開始前と作業完了後の重機移動手順書を、

各作業ケース毎に作成し、朝礼・ＫＹ時に全員に指示する。

②

③

④

①

一般車


